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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2/14（水）青陽館の避難訓練実施。出火場所、時間はスタッフに開示しないため、マニュアル等の確認をしておくこと。
・2/21勤務変更　戸賀沢　年休⇒遅C（NC）、小嶋　遅C⇒日勤

・第6回法人研修出欠結果がWIZに掲示されているので、各自で確認し、変更のある場合は、管理者からTQM庄司さんに連絡してもらうこと。締め切りは2/15（木）まで。

・3/16～4/15分の勤務表を2/19（月）提出予定のため、年休申請等は期日までに行うこと。

・小嶋SGMが研修のため長期不在（3/4～3/11）となるため、物品発注など忘れず行うこと。

［研修］
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

[提出物]

・転倒・転落アセスメント⇒2/28（水）までに実施し、小嶋SGMに報告すること。
・LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードし、小嶋SGMに報告すること。

・3月プログラムテキスト⇒2/20（火）

・2月月報⇒3/2（金）

・2月経過録⇒3/8（木）までにアップロード。

＜利用者様情報＞

デイケア
・庭田　美紀子様～本人様より電話があり、体調不良があるため欠席を希望している。詳細を尋ねると昨日38℃以上の発熱があり病院受診をしたがインフルエンザ検査では陰性だったこと、本日は37℃台の微熱があり、咳・体の痛みがあることを話している。休養を取るよう促し本日は欠席となっている。

・佐々木　常夫様～本人様より電話があり、体調不良があるため欠席を希望している

・冨田　紀子　様～1/20（土）にグループホームで倒れ、八戸市民病院へ救急搬送され入院となり、2/3（土）に退院となってから初めての来所となっている。デイケアへは送迎により来所となっているが、「久しぶりで疲れた」と話している。デイケアのメンバーとは時々会話をしながら過ごしている。プログラムへは体調がまだ完全によくなっていないため参加せずに休養している。休みの過ごし方は、歯医者には行ったが外出はほとんどなく活動量が減っていることを話している。体力など、回復するまで無理をしないように伝えている。

・関向　智　　様～本日は利用日ではないが、青陽館で行われる避難訓練に参加したいとのことで来所している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日の帰荘後に姉様への電話要求と自身の所持金を見せてほしいと要求しており、説明するが納得してない様子であったとのこと。本日のデイナイトケアでは、午前中は表情良く落ち着いて過ごしていたが、昼食後、冴えない様子で「風邪っぽい」と頭痛の訴え聞かれ、12:30バイタルサインを確認すると、体温36.6℃、血圧134/91mmHg、脈拍80回/分、静養室での休養を希望し、30分程休養している。時折、外出要求聞かれるも、行動化することはない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底していく。

・岩城　敏夫　様～3/10の青明舎行事（プラネタリウムへ行こう）への参加希望があるが、話を傾聴すると本人は夜行くものだと思っている様子があり、説明をするがなかなか理解できない様子がある。
・野月　利章　様～しばらくデイナイトケアに来所できていないため、今後の利用について、担当スタッフと小嶋SGMとで話し合い、一度中止とすることを主治医に確認中。
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、帰荘後は独語しながら施設内を歩いている様子があったとのこと。本日のデイナイトケアでは、日課に取り組むことはなくトイレに籠り唸っており、出て来ると「昨日これくらい出たんですけど、やっぱり出ないんですよ」と話している。トイレットペーパーの使用量が多い為、青風荘スタッフより私物を使う様に助言を受けているとのことで、使用状況を聞くと「2枚1組で10セット持ってくるんです」「1回分なのでもう使いました」と話している。本日、避難訓練の予定になっているが、「便が出ないと避難できないんですけどどうすればいいですか？」と避難訓練の心配をしているため、声掛けすることを伝えている。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も排便状況を観察していく。

ナイトケア
・若松　邦生　様～昨日、本人より架電があり、鬱々とした気分ですっきりしないとのことで、詳細を質問している。職場の仲間は楽しそうにゲームやカラオケの話を楽しそうにしているが、その会話に入っていけず、会話に入れないのが辛いとのこと。自分には勉強しかなく、勉強していると尊敬はされるが、楽しそうに会話ができず、どうすればよいかわからないと話している。本人の話を傾聴すると、グループホームでインフルエンザ感染者が出たため、ナイトケアを5日間利用中止になっていることも原因かもしれないと話し、2/14はナイトケア利用日ではないが、来所して対処法を相談したいと希望。来所しても良いことを伝え、来所時に相談することとし、電話を終了している。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（大下　良悦　様）　

実施日：H30年2月14日（水）13：30～14：00

担当チーム：石橋 
検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	大下　良悦　様
	性別
	男
	年齢
	68
	生年月日
	S24.5.13

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

	本人希望
	病状の安定と現在の生活維持

	家族希望
	病状の安定と現在の生活維持

	入院歴
	計　3回（最終：H17年11月1日～H21年8月5日）青南病院

	通所歴
	2回目

· 前回：H21年8月18日～H26年3月31日（デイケア　週5回）

· 今回：H26年4月2日～現在　　　（デイナイトケア　週5回）

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
	家族構成


	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

国民健康保険

自立支援

重度医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定を目指しながら、生活能力を維持する。
	①病状の変化に気付き、対処出来るようにする。
	①些細な変化に気付き、不安な事や困った事があれば、スタッフへ相談する。
	1 病状変化（言葉が出ず動きが止まる・小刻み歩行・表情の強張り・気分の高揚等）に気付いた際は、状態を伝えられるようにする。スタッフは、病状変化が見られないか観察をする。本人から何も訴えがない場合は状態を伝え、不安事や困った事がないか確認し、解決方法を一緒に考える。

	
	②生活リズムを整える。
	②夜間の睡眠に影響がでないよう、日中の居眠りを減らしていく。
	2 プログラム中の居眠りを減らし、プログラムに集中する。スタッフはプログラム中の居眠りや活気がない場合は声掛けを行い、就床時間や夜間の睡眠時間の確認をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①些細な変化に気付き、不安な事や困った事があれば、スタッフへ相談する。


	・青風荘での当番の日にキャパオーバーになり、動きが固まることが見られている。
・他メンバーに対して命令口調になることが見られている。

→本人に伝えるとくずれる可能性あり？
	良い方にほめて声掛けを行っていく。

	②夜間の睡眠に影響がでないよう、日中の居眠りを減らしていく。
	・21：00～のコーヒーの飲水回数が増える。
（～20：30までとなっているが、守られていない。）
・プログラム中の居眠りが頻回に見られている。
	2/19～2/23の1週間で睡眠の状態を観察する。プログラム中の居眠りの状態を表で表してみる。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定を目指しながら、生活能力を維持する。
	①病状の変化に気付き、対処出来るようにする。
	①些細な変化に気付き、不安な事や困った事があれば、スタッフへ相談する。
	1 病状変化（言葉が出ず動きが止まる・小刻み歩行・表情の強張り・気分の高揚等）に気付いた際は、状態を伝えられるようにするために、スタッフは、病状変化が見られないか観察をする。本人から何も訴えがない場合は状態を伝え、不安事や困った事がないか確認し、解決方法を一緒に考える。

	
	②生活リズムを整える。
	②夜間の睡眠に影響がでないよう、日中の居眠りを減らしていく。
	2 プログラム中の居眠りを減らし、プログラムに集中するために、スタッフはプログラム中の居眠りや活気がない場合は声掛けを行い、就床時間や夜間の睡眠時間の確認をする。


保護者








